
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
の
活
用

　

分
娩
監
視
シ
ス
テ
ム「
モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
」は
牛
の
膣
内

に
温
度
セ
ン
サ
ー
を
挿
入
し
一
定
の
間
隔
で
温
度
を
測
定
す

る
。
牛
は
概
ね
分
娩
の
24
時
間
前
に
体
温
が
下
が
る
と
い

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
微
小
な
体
温
変
化
を
セ
ン
サ
ー
で
検
知

し
分
娩
が
近
い
事
を
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
分
娩
が
始
ま
り
母
牛
が
一
次
破
水
し

た
際
、
セ
ン
サ
ー
が
膣
内
か
ら
外
部
に
押
し
出
さ
れ
る
。
こ

こ
で
も
セ
ン
サ
ー
が
温
度
変
化
を
検
知
し
、
分
娩
の
始
ま

り
を
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
は「
分
娩
」に
か
か
わ
る
省
力
化
シ
ス
テ
ム
と
し

て
和
牛
繁
殖
農
場
で
よ
り
多
く
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
最

近
は
酪
農
場
で
の
活
用
も
見
ら
れ
る
。 

 〝
精
神
的
負
担
・
体
力
的
負
担
〟

が
大
幅
に
軽
減

　

群
馬
県
の
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま
管
内
の
神
代
牧
場（
石
井
孝
浩

代
表
・
飼
養
頭
数
約
2
6
0
頭
）は
、
約
5
年
前
に
モ
バ
イ

ル
牛
温
恵
を
導
入
し
た
。
経
産
牛
約
１
４
０
頭
を
管
理
す

る
同
牧
場
は
毎
月
10
～
15
頭
分
娩
が
あ
り
、
分
娩
予
定
日

10
～
14
日
前
の
母
牛
に
セ
ン
サ
ー
を
挿
入
し
分
娩
に
備
え
て

い
る
。

　

モ
バ
イ
ル
牛
温
恵
の
通
知
に
よ
り
分
娩
予
定
と
さ
れ
て
い

る
牛
が
い
る
場
合
、
そ
の
日
の
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
牧
場

の
ス
タ
ッ
フ
に
予
定
を
伝
え
る
。
日
中
は
牧
場
業
務
を
行
い

な
が
ら
牛
の
様
子
を
観
察
し
分
娩
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。
分

娩
が
始
ま
っ
た
際
、
近
く
に
人
が
い
な
い
場
合
も
一
次
破
水

を
検
知
し
開
始
通
知
が
届
く
事
で
人
が
駆
け
つ
け
、
分
娩

に
立
ち
会
え
る
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

夜
中
の
分
娩
対
応
は
石
井
代
表
自
ら
が
対
応
し
て
い
る
。

牛
舎
と
自
宅
は
少
し
離
れ
て
お
り
、
導
入
前
は
毎
晩
夜
中

に
見
回
り
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
翌
朝
、
羊
膜
を

被
っ
た
ま
ま
子
牛
が
窒
息
死
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
と
い

う
。
現
在
は
、
分
娩
開
始
の
通
知
が
届
い
て
か
ら
牛
舎
に

直
行
す
れ
ば
問
題
な
く
対
応
が
で
き
て
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
石
井
代
表
は
じ
め
牧
場
全
体
の
〝
精
神
的
負
担
・
体

力
的
負
担
〟
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
た
。

　

初
妊
牛
の
中
に
は
和
牛
受
精
卵
を
移
植
し
て
い
る
牛
も

い
る
た
め
、
死
産
は
牧
場
の
収
入
減
に
大
き
く
影
響
す
る

事
か
ら
一
層
事
故
は
防
ぎ
た
い
。
セ
ン
サ
ー
を
挿
入
し
て
分

娩
に
備
え
る
事
が
で
き
た
牛
の
分
娩
事
故
は
直
近
1
年
間

で
は
０
頭
。
こ
の
よ
う
に
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も
も
ち
ろ
ん
生

ま
れ
て
い
る
。
今
で
は
省
力
化
の
１
つ
と
し
て
餌
押
し
ロ

ボ
ッ
ト
も
導
入
し
て
お
り
、
夜
中
の
見
回
り
時
に
行
っ
て
い

た
餌
押
し
作
業
か
ら
も
解
放
さ
れ
ダ
ブ
ル
で
省
力
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。

誰
で
も
こ
な
せ
る
仕
事
に

　

牧
場
が
中
規
模
、
大
規
模
に
な
る
と
人
手
不
足
も
課
題

に
挙
が
っ
て
く
る
。

　

神
代
牧
場
は
外
国
人
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
、
５
～
７
名
程
度
の
研
修
生
が
牧
場
の
業
務

を
こ
な
し
て
い
る
。
数
年
単
位
で
人
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
く

研
修
制
度
に
対
応
す
べ
く
、
研
修
生
た
ち
は
一
定
期
間
で
仕

事
内
容
や
持
ち
場
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
全
員
が
牧
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
。
仕
事
内
容
も
個
人
の
感
覚
で

行
う
の
で
は
な
く
、
牛
の
食
欲
・
便
の
状
態
な
ど
見
る
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
誰
で
も
こ
な
せ
る
牧
場
を

目
指
し
て
い
る
。

　

例
を
1
つ
挙
げ
て
み
る
と
、
哺
乳
期
の
管
理
は
生
後
10

日
齢
前
後
ま
で
は
カ
ー
フ
ハ
ッ
チ
で
個
体
管
理
、
そ
の
後
は

哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
群
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
群
管

理
で
は
、
病
気
の
早
期
発
見
が
難
し
く
課
題
と
な
る
事
が

多
い
が
、
こ
こ
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
だ
。
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
牛
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
が
、
群
管
理
に
す
る
前
段

階
の
個
別
管
理
の
際
に
体
調
を
万
全
に
し
て
か
ら
群
に
導

入
す
る
。
子
牛
が
元
気
に
な
っ
て
か
ら
群
管
理
に
移
行
す

る
事
で
そ
の
後
の
治
療
や
ケ
ア
が
軽
減
で
き
る
。
あ
わ
せ
て

病
気
の
蔓
延
も
防
ぐ
事
が
で
き
る
た
め
、
他
の
子
牛
の
健

康
管
理
に
も

つ
な
が
る
。

　

省
力
化
・
労

務
軽
減
の
機

材
、
機
械
の

活
用
が
安
定

的
な
経
営
に

貢
献
す
る
事

か
ら
、
今
後

も
多
く
の
農

場
で
活
用
さ

れ
て
い
く
事
が

期
待
さ
れ
る
。

搾乳、給餌、繁殖管理、分娩対応などさまざまな作業があり長時間労働が課題となっている酪農現場。
今回は省力化機材を導入し、働き方の見直しを行っている酪農場の取り組みを紹介する。

農場のオートメーション化と、マニュアル化に向けた取り組み

分娩事故ゼロに向けた
モバイル牛温恵の活用

乳牛

写真2.
餌押しロボットを導入して
餌押し作業を軽減

写真3.
哺乳ロボットを活用して哺乳作
業を省力化。健康管理は万全

体温低下を
検知

破水

分娩約24時間前を
お知らせ

破水を検知して
分娩開始をお知らせ

セン
サ
ー

センサー
挿入

メールを受信

駆け付け
通知

段取り
通知

図．モバイル牛温恵使用イメージ

写真1．分娩を控え温度センサーを挿入した牛
　　　（矢印は温度センサーにつながるアンテナ部分）

0809 ちくさんクラブ21　Vol.132　2021  2 ちくさんクラブ21　Vol.132　2021  2


